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引
き
続
き
、

「
い
つ
ま
で
も
住
み
続
け
た
く
な
る
安
心
な

元
気
都
市
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東
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実
現
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

　平成 22 年の栗東市長選挙に当選して以来、２期目の栗東市

政を担うにあたり、今日まで以上にその責任の重さを実感し、

身の引き締まる思いです。

　４年間を振り返りますと、厳しい財政状況の健全化を第一

義として、将来を見据えた中長期財政見通しでの収支不均衡

の是正、そして、新幹線新駅中止の負の影響を解決するため

の市土地開発公社問題の解決に向けての「新・集中改革プラン」

の実行と「第三セクター等改革推進債の活用による市土地開

発公社の解散」は、皆さまのご協力のもと概ね予定通りに達

成できたことから、これが財政面において「明るい兆し」となっ

てきています。

■新たな税収確保につながる地域活力の向上を目指して、トップ
セールスを積極的に行うとともに、栗東市中小企業振興基本条
例に基づき、商工振興ビジョンなどを基本に商工会と連携しな
がら、地元商工業の発展・地域経済の活力創出に取り組みます。

■農林業の地産地消への取り組みを進めるとともに、観光振興と
併せて馬事業や栗東ブランドなどと連携し、（仮）地域資源活
用ビジョンで具体化を図ります。

■後継プランは、今後、さらなる企業立地を図るためにも、基盤
施設の早期整備、そして、県との連携を図り、地域のポテン
シャルをより高め、立地促進につながるように、事業の完遂を
目指します。

■これらの経済活性化のための取り組みを軌道に乗せることで、税
収増加や雇用の拡大を図り、そこから得られる財源をもとに、新
たな福祉や教育施策を生み出せるよう一層の努力をします。

■子どもがすくすく育つ環境整備のため、幼保待機児童の解消や
幼稚園、小学校の空調設備の整備を目指すとともに、学校給食
共同調理場の更新にあたっては、食育計画の推進や中学校給食
への対応を含め、総合的に検証し、方向性を見いだしていきま
す。

■乳幼児福祉医療費助成は、他市町とのサービス水準を考慮し、
負担軽減を図ります。

■子育てを安心して自信を持ってできるよう支援することも必要で
あり、家庭児童相談室、子ども発達支援課、地域子育て支援セン
ターなどの支援活動の強化や、保健師などによる成長や発達に係
る支援の実施、妊婦健診費助成、小児救急医療体制を維持し、
次代を担う子どもたちが伸び伸びと育つ、育てることができる
環境をしっかりと整えられるよう一層の努力をします。
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　　「経済に安心を」

　　「子育てに安心を」
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　こうした中で特に、平成25年の台風18号による市内各地の被害は、現在においても復旧作業を続

けている箇所もあるように、その爪あとは目に見える被害だけでなく、私たちの心の奥にまで達する

ほどの甚大さであったとともに、本市の防災政策を大幅に見直す必要性を痛感しています。

　今後４年間、まずは台風 18 号被害からの復旧を最優先としながら、財政面での「明るい兆し」を

市民皆さまに実感していただくことが私に課せられた使命でもあると考えています。

　つまり、着実に財政健全化の取り組みを進めることと併せ、社会経済情勢の変化などに伴う必要

なセーフティネットの検証を行い、行政サービスの実行を両立させることが今後の市政運営の基本

姿勢となるものと考えており、引き続き「いつまでも住み続けたくなる安心な元気都市栗東」の実

現に向け、「五つの安心」に基づく各施策を進めてまいります。

　市民の皆さまのご支援ご協力を、心よりお願い申し上げます。

■ともに支えあい、助け合い、パートナーシップ
による地域づくりを目指して、関係団体との連
携や協働を図り、社会福祉施策を推進するとと
もに、引き続き分かりやすく、安心できる医療
体制の確立を目指します。

■健康的な生活習慣が実践できる取り組みを通じ
て、生活習慣病の予防や健康寿命の延伸に向け
た健康づくりに取り組むとともに、食育を基本
とした健康づくりを推進していきます。

■高齢者施策は、介護施設入所待機者の解消など
に努め、障がい児者施策は、相談支援体制の充
実や、就労支援体制の整備を図り、生活支援の
基盤整備や地域生活支援事業を推進します。

■スポーツや文化活動に親しめる環境を目指し、
その支援に努めます。

■昨年の台風18号被害からの復旧を行うととも
に、市民の生命と財産を守る体制を構築するこ
とが必要であり、現在進めている「防災拠点施
設のあり方検討」の結果を踏まえ、災害時の防
災機能を高める施策に取り組んでいきます。

■人権・同和教育を総合的かつ計画的に推進すると
ともに、男女共同参画社会づくりの観点で、あら
ゆる場面で女性が活躍できる施策を推進します。

■JR栗東駅の構内および西口のエレベーター設
置は、平成30年度の供用を目指すとともに、
安全な道路整備に向けた広域的な協力体制の充
実に向け、幹線道路整備などについても国・県
はもとより関係する周辺市とも連携・協力を図
る中で取り組み、渋滞緩和など課題解消に向け
その進捗を着実に図ります。

■児童生徒の通学路の安全対策に引き続き取り組
み、未然の事故防止に努めます。

■市民参画と協働によるまちづくりは、市民・事業
者・行政の役割を整理し、まちづくりに取り組
みやすい体制や仕組みづくりを進めます。

■旧ＲＤエンジニアリング産業廃棄物最終処分場
問題は、問題発生から15年が経過する中、現在
二次対策工を滋賀県が鋭意進めており、これが
確実に実施され、市民の皆さまの安全・安心が
確保できるよう対応します。

■行政の「見える化」を進め、広報紙に併せてホー
ムページ機能の活用、また、ＳＮＳやメディア
などさまざまな媒体の特徴を活かし、迅速で効
果的な情報発信などに努めるとともに、市長と
気軽にまちづくり座談会や市長のこんにちは
トークなどを通じて、市民との対話型まちづく
りに引き続き取り組んでいきます。

■新しい住民情報システムの導入に伴い、新たな
サービスとして平成27年４月から税金や保険
料、使用料などの納付を、全国のコンビニエン
スストアでできるように準備を進めています。

■平成28年１月の開始により個人に発行される
マイナンバーカードを利用し、住民票や印鑑証
明書をコンビニエンスストアで交付できるよう
計画しており、さらなる市民サービスの向上を
目指します。

栗東市長　野村昌弘

※市長の所信表明の全文は、
市ホームページをご覧くだ
さい。

　　「健康・福祉に安心を」

　　「暮らしに安心を」

　　「行政に安心を」
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